









































なサービスをどのように再編するのかに注目が集まった（Commander and Jackman１９９３, Alm
and Sjoqulst１９９５, Freinkman and Starodubrovskaya１９９６, Healey et.al.１９９９, Thomson２００２, Lep-
panen et.al.２０１２）。また，連邦制度の改革の過程で，政府間財政関係のあり方と絡めて地方での
公共財供給の効率性が議論されたこともあった（Zhuravskaya,２０００）。教育財政に焦点を当てた













































１９３１ １９３４ １９３７ １９４０ １９５０ １９６０ １９７０ １９７８ １９８４ １９８８
歳入
取引税 ４６ ６４ ６９ ５９ ５６ ４１ ３２ ３２ ３０ ２４
国有企業利潤支払 ８ ５ ９ １２ １０ ２４ ３５ ３０ ３０ ３７
社会保険 ９ １０ ６ ５ ５ ５ ５ ５ ７ ８
住民への課税 ４ ７ ４ ５ ９ ７ ８ ８ ８ ９
その他 ３３ １４ １２ １９ ２０ ２３ ２０ ２５ ２５ ２２
歳出
国民経済費 ６４ ５６ ４１ ３３ ３８ ４７ ４８ ５４ ５６ ５３
社会文化事業費 １４ １５ ２４ ２４ ２８ ３４ ３６ ３４ ３３ ３３
国防費＊ ５ ９ １７ ３３ ２０ １３ １２ ７ ５ ４
行政・司法費 ４ ４ ４ ４ ３ ２ １ １ １ １



























































Ａ．企業の社会的支出計（兆ルーブル） ０．７３９ ５．３６ ２１．１２
医療 ― ０．９９ ２．７９
教育・文化 ― ０．５８ １．７８
住宅（維持補修のみ） ― １．９６ ６．４８
投資 ― ― ５．４２
その他 ― １．８３ ４．６５
社会的支出計（対 GDP比） ３．８９ ３．１３ ３．４６













































１９９２ １９９３ １９９４ １９９５ １９９６ １９９７
一般政府財政収支 －２１．６ －７．２ －１０．４ －５．５ －８．３ －７．４
企業への連邦補助金 １０．４ ３ １．８ １．３ ― ―
税の滞納（累積） ― １．７ ２．５ ３．５ １０ １２．２
（出所）Healey, et.al.（１９９９）ｐ.２７０.











サービスを供給し続ける姿であった（Haaparanta et.al.２００３, Juurikkala and Lazareva２００６, Lep-









































































（出所）Silva, Kurlyandskaya, Andreeva, Golovanova（２００９）Intergovernmental Reforms in the Russian Federation, The World
Bank, pp.２８―２９に加筆。



























































































































































































































































歳出合計 ５４ ２９ １７
一般行政サービス ６４ ２０ １６
行政機関 ９ ２１ ７０
法廷 ８９ １１ ０
国庫 ８６ ８ ５
選挙・住民投票 ４２ ４５ １３
外交 ９７ ３ ０
研究・開発 ９９ １ ０
公債費 ８５ １３ ３
国防 １００ ０ ０
国家の治安・司法 ７７ ２０ ３
警察 ６２ ３３ ５
刑務所 １００ ０ ０
災害救助・非常事態 ６７ ２４ ９
消防 ３３ ６２ ５
国民経済 ３６ ５６ ８
燃料・エネルギー ４１ ３９ ２０
農業・漁業 ２４ ７１ ６
林業 ７７ ２２ １
交通 ３２ ５９ ９
通信 ３０ ６７ ３
住宅・公益事業 ８ ４９ ４３
環境保護 ２９ ５７ １５
教育 ２２ ２６ ５２
就学前教育 １ １６ ８２
初等・中等教育 １ ２１ ７８
職業教育 ２８ ６９ ２
再訓練・継続 ５３ ４４ ３
高等専門教育 ９５ ５ ０
文化・映画・マスメディア支援 ２９ ３９ ３２
医療・スポーツ ２２ ５９ １９
医療 １３ ６９ １８
スポーツ １３ ５８ ２９
社会福祉 ８１ １４ ５
年金 １００ ０ ０
（出所）De. Silva, Kurlyandskaya, Andreeva, Golovanova（2009）Intergovernmental
reforms in the Russian Federation, The World Bank, pp.55―56.



































































































































































































































































（出所）UNDP, Human Development Report２０１５より作成。




































































































（出所）The World Bank（２０１１）Russian Federation: Social Expenditure and Fiscal
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土地税 １００％ １００％（集落間区域で徴収されるもの） １００％







































История,２０１１. L.Freinkman and P.Yossifov, Decentralization in Regional Fiscal Systems in
Russia: Trends and Links to Economic Performance, The World Bank,１９９９, pp.４６―４７, ロシア
連邦出納局データより作成。



























歳入 ６，４７８，９０６ ６，８６７，５８２ ６，８４９，０９３ ７，６４３，３２９
うち政府間財政移転 １，６４６，６８３ １，６２５，０２０ １，５１６，８３２ １，６７２，１９８
財政移転／歳入 ２５．４％ ２３．７％ ２２．１％ ２１．９％
歳出 ６，４９８，８４１ ７，１１８，８７０ ７，４４８，４５３ ８，０３６，２８４
うち教育費 １，１３８，７６１ １，３７８，２９４ １，５５４，６３２ １，８２９，６７９





歳入 １，４５３，３００ １，５１０，６２５ １，６１９，５０９ １，６８９，９４３
うち政府間財政移転 ７０７，４４９ ７８７，４９７ ８３１，２８６ ９５５，８５５
財政移転／歳入 ４８．７％ ５２．１％ ５１．３％ ５６．６％
歳出 １，４８４，６４１ １，５４１，６３１ １，６６２，９００ １，７２８，２９８
うち教育費 ５５２，４４６ ６４５，６１４ ７８３，９６５ ８４７，８５９
教育費／歳出 ３７．２％ ４１．９％ ４７．１％ ４９．１％
地
区
歳入 １，２１４，４２５ １，２８８，８９１ １，４００，１０６ １，４３２，６１６
うち政府間財政移転 ９１３，３１９ ９６３，４９４ １，０３７，３７７ １，１０１，５２１
財政移転／歳入 ７５．２％ ７４．８％ ７４．１％ ７６．９％
歳出 １，２００，６９７ １，２８９，９６５ １，４０５，８０８ １，４５２，７６３
うち教育費 ５５６，２２２ ６５５，７６９ ７７９，１９８ ８２４，０１９










歳入 ２８２，４８７ ３２２，０１２ ３５１，１２４ ３６８，４６３
うち政府間財政移転 １６７，９７４ １８３，０２２ １９４，０８８ １８２，６９５
財政移転／歳入 ５９．５％ ５６．８％ ５５．３％ ４９．６％
歳出 ２８０，６４４ ３１７，７５４ ３４３，４５９ ３６５，８８２
うち教育費 ８，９１３ ７，５７８ ６，０７６ ５，２９６






















































９ Лексин, Швецов（２０００）, стр.２８―２９.








１３ Healey, et.al.（１９９９）pp.２６８―９. Лексин, Швецов（２０００）,стр.４０.
１４ もっとも，企業による税の滞納も増加しており，これが間接的な補助金になっていると考えることもで
きる。
１５ Commander, Jackman（１９９３）, pp.３―４.
１６ Commander, Jackman（１９９３）, Freinkman, Starodubrovskaya（１９９６）.
１７ Лексин, Швецов（２０００）,стр.４２.
１８ Healey, et.al.（１９９９）.
１９ Juurikkala and Lazareva（２００６）.
２０ こうした状況を Polishchuk（２００９）は，CSR（企業の社会的責任）の観点から「ハイパー」な社会的責
任を負ったロシア企業（“hyper” socially responsible Russian companies）と表現している。
２１ De. Silva et.al.（２００９）, pp.４６―４８.
２２ 『ロシア・ソ連を知る事典』平凡社，１９８８年，１４３ページ。
２３ Александрова, Овчарова, Шишкин（２００３）,стр.７５.
２４ 岩﨑・関（２０１１）。
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